
                             
岡山県総合教育センター、新体制スタート！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岡山県総合教育センターだより  

今、社会は大きな変革期にあり、「超ス

マート社会」とも言われる Society5.0へ向

かっています。人工知能（AI）、ビッグデ

ータ、Internet of things（I oT）等の先端

技術が高度化してあらゆる産業や社会生活

に取り入れられ、社会の在り方そのものが

非連続的と言えるほど劇的に変わることも

示唆されています。この社会の急激な変化

の中で、教育の世界においても、迅速な情

報収集と分析、課題への対応が求められて

います。また、教育課題もさらに多様化、

複雑化し、もはや教科教育、生徒指導、情

報教育、特別支援教育等の従前の課題領域

ごとだけでは対応しにくい情勢となってい

ると言えます。 

以上のような近年の情勢等を踏まえなが

ら、岡山県総合教育センターでは、今年度 

から組織の改編を図りました。今までの１

課５部体制から、総務課、企画部、研修部、

教育支援部の１課３部体制としました。改

編の方向性としては、次の３点があります。 

①情報収集及び調査研究機能の強化を図

るため、企画部をおく。 

②従前の領域を越えた研修を可能にし、

より効果的な研修を行うため、研修部

をおく。 

③教育相談、訪問支援を専門として行う

教育支援部をおく。 

この新体制のもと、岡山県総合教育セン

ターは、学校教育を総合的に支援する機関

として、ますますその機能の充実を図って

いきます。   

令和２年度 第１号（通算 315号） 
令和２年４月２２日（水） 発行 
岡山県総合教育センター 企画部 
Tel (0866)56-9102  Fax (0866)56-9122 

組 織 



                                                        

                                                   

  

  

 

新型コロナウイルス感染拡大に伴い、県内で

も多くの学校が休校となっています。 

若手教員、特に初任者は、こうした状況の中

で、不安なスタートを切ったことと思います。

休校中の学校では、どう家庭学習の指導をすべ

きか迷っている若手教員も多いことでしょう。 

オンライン学習に取り組んでいる県立高校

もありますが、県内公立小中学校では、まだま

だＩＣＴ教育の環境が整っておらず、オンライ

ン学習も広がっていない状況です。 

しかし、心配することはありません。 

岡山県の小中学校現場には、先輩教員が築き

上げてきた家庭学習の財産があります。 

それは、「自主学習」の実践です。 

 

本県の小中学校は、平成２７年に作成・配付

された「家庭学習のスタンダード」を参考に、

家庭学習は「宿題＋自主学習」という共通理解

のもと、全県を挙げて家庭学習の充実に取り組

んできました。 

結果、本県小学生の家庭学習時間は格段に伸

び、基礎学力の確実な定着にもつながりまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

https://www.pref.okayama.jp/site/16/451564.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家庭学習は「宿題」が基本であり、知識理解

の定着には復習が重要です。それに加え、自ら

学習課題を見い出し、学び続ける学習者を育て

るためには、自分の苦手な問題を反復練習した

り、興味・関心のあることを探究したりする「自

主学習」も有意義な家庭学習の一つです。 

とは言え、そのためには、適切な指導が必要

です。自由に任せておくだけでは、自主学習の

習慣や学び方は身につきません。そこで、指導

方法を理解したり、実物の自主学習ノートを見

る際、次のＷｅｂページが参考となります。 

「家庭学習の充実に向けて」 

（ https://www.pref.okayama.jp/uploaded/life/616896

_5208238_misc.pdf） 

 

３月以降、休校中も自主学習に取り組んでい

る小学校があります。「これまで、本校で取り

組んできた自主学習の習慣を継続することで、

これから学習する内容の予習ができている子

どもたちがいる。学び方が身についていること

は大きな成果だ」と語る校長先生もいます。 

若手教員のみなさんには、ぜひ、校内の先輩

教員から自主学習の実践を学び、自分の学級で

も取組を進めてほしいと思います。今後、ます

ます進展するオンライン学習とともに、教科書

や NHK for Schoolを活用した自主学習の充

実が、多様な子どもたちの個別最適化された学

びを支えることにつながります。 

 

現在、県総合教育センターでは、来所による

研修講座を見合わせ、e-ラーニングなどで代

替していますが、大変な状況の中でも、子ども

たちの学びを止めない実践を進めているみな

さんの支援に取り組んでいます。 

子どもたちのために、共に頑張っていきまし

ょう。                        

岡山県総合教育センターだより  

令和２年度 第２号（通算 316号） 
令和２年４月２２日（水） 発行 
岡山県総合教育センター 企画部 
Tel (0866)56-9102  Fax (0866)56-9122 

若手教員のみなさんへ 

～休校中の家庭学習について～  



                                                        

                                                   

人間としての在り方・生き方

を考える教育を進めよう 

～論語学習について～ 

 

岡山県には特別史跡旧閑谷学校があります。

旧閑谷学校は、「近世日本の教育遺産群～学ぶ

心・礼節の本源～」として平成２７年、日本遺

産に認定されました。 

旧閑谷学校は、江戸時代に建てられた、庶民

を中心とした学問所で、そこでの教育の中心に

置かれたのが論語でした。開校以来、講堂の床

に正座して論語を学ぶ姿は、旧閑谷学校の伝統

となっています。 

 

さて、学校教育においては、子供たちが、伝

統や文化に立脚し、高い志や意欲を持つ自立し

た人間として、他者と協働しながら価値の創造

に挑み、未来を切り拓く力を身に付けることが

求められますが、子供たち自身がそうした力を

身に付けるときの知恵やヒントが論語には簡

潔に集約されており、それが論語の魅力の一つ

と言えます。「自分がよければそれでよいとい

うものではなく、社会全体がよくあることが望

ましい」など、普遍的なことが書かれています。 

 

岡山県教育委員会では、心の教育や生き方教

育の充実を図るため、平成２７年に「学校教育

で活用できる論語章句集」を、平成２８年に

「『学校教育で活用できる論語章句集』を活用

した論語学習実践事例集」を作成しました。 

論語学習とは、教師が子供たちに徳目を一方

的に押しつけるのではなく、章句の朗誦や章句

の意味を考えることで、よりよく生きるための

知恵やヒントを学び、子供たちがお互いに感じ

たことを交流し合い、自らの生き方を振り返る

機会とする学習です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「学校教育で活用できる論語章句集（改訂版）」 

「『学校教育で活用できる論語章句集』を活用

した論語学習実践事例集」 

（https://www.pref.okayama.jp/page/380794.html） 

 

県内のある小学校では、児童用玄関の壁面

に、児童が毛筆で書いた論語の章句が掲示され

ていました。校長先生からは、「毎月、代表児

童が自分の好きな章句を選び、それを毛筆で書

き、全校朝礼の際、章句の意味や好きな理由な

どを発表し、その後、一か月間掲示している。」

というお話を伺いました。自分の座右の銘を心

を込めて書き記し、大切にしながら日々生活す

る子供の姿に感銘を受けました。 

 

現在、新型コロナウイルスの感染拡大に伴

い、全国的に、医療従事者やその家族が中傷や

差別を受ける事案が大きな問題となっていま

す。医療・福祉だけでなく、運送業など社会生

活維持にかかわる人々の子供が登校自粛要請

や登園拒否をされ、いじめを受けるなどの問題

も明らかになっています。 

論語には「其れ恕か。己の欲せざる所、人に

施すこと勿かれ。」という章句もあります。学

校教育に論語を取り入れ、人間としての在り

方・生き方を考える教育を進めていくことを期

待しています。                    

岡山県総合教育センターだより  

令和 2年度 第 3号（通算 317号） 
令和 2年 5月 18日（月） 発行 
岡山県総合教育センター 企画部 
Tel (0866)56-9102  Fax (0866)56-9122 

  

https://www.pref.okayama.jp/page/380794.html


                                                        

                                                   

研修の在り方について 

考える 

～遠隔研修を通して～ 

 

コロナウイルス感染症対策のため、日々の

教育活動が制限されるとともに、岡山県総合

教育センターの研修講座も形態を変更して

実施しています。今年度は、例年と異なる形

での研修スタートを余儀なくされましたが、

同時に研修の在り方について再考する機会

ともなりました。 

 

現在は、eラーニングによる研修に加え、

Web 会議システムを用いた遠隔研修にも取

り組んでいます。これまで実施した遠隔研修

では、ライブ型の講義とともに、Zoom の

ブレイクアウトセッション機能等を用いて

双方向の場を設定し、小グループでの情報交

換や協議等も取り入れました。セッション

中、システムが一部途切れてしまったグルー

プもあり、確実な運用は今後の課題ですが、

受講者からは「本校は現在 Zoom を活用し

た遠隔授業を試行しており、研修のやり方が

参考になった」「グループ協議で議論が深ま

り、何より生徒が遠隔授業で直面するであろ

う成果や課題を体験するよい機会となった」

「働き方改革と経費削減が両立している」と

いった肯定的な意見がありました。 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後も研修目的や研修内容によっては、双

方向の遠隔研修を取り入れる計画を立てて

います。一部、集合研修も再開する予定です

が、感染症対策を徹底した上で、受講者が集

合研修ならではの学びを実現できるよう、実

施していきたいと考えています。また、主体

的・対話的で深い学びとの親和性が高い ICT

活用についても、遠隔研修で得たノウハウを

生かしながら、より一層工夫をしていきたい

と考えています。 

  

学校においても、校内研修の実施にあた

り、研修を計画・運営する際の視点を再確認

してみてください。以下の表は主な研修スタ

イルと代表的な学習法・活動をまとめたもの

です。研修を計画・運営する際、その研修の

目的を再考する中で、より効果的なスタイル

や活動を探究すれば、校内研修は充実し、よ

りよい教育へと確実につながっていきます。 

 

 

３つの主な研修スタイルと９つの代表的な

学習法・活動 

 

主な研修スタイル 代表的な学習法・活動 

1.  レクチャー 

(講義) 

知識伝達型 

1. 聴く 

2. 見る 

3. 考える 

２.  ワークショップ 

       (協働) 

   問題解決型 

4. 話し合う 

5. 体験する 

6. 創作する 

3.  リフレクション 

     (省察) 

  省察型 

7. 分かち合う 

8. 内省する 

9. 深め合う 

（「教職員研修の手引き 2018」より） 

 

  

                         

岡山県総合教育センターだより  

令和 2年度 第４号（通算 318号） 
令和 2年 6月 23日（火） 発行 
岡山県総合教育センター 企画部 
Tel (0866)56-9102  Fax (0866)56-9122 

[遠隔研修のようす] 



                                                                     

GIGA スクール構想の 

実現と新たな学びの場を 
 

「GIGA スクール構想」が少しずつ進んでい

ます。GIGAスクール構想とは、「児童生徒向

けの 1人 1台端末と、高速大容量の通信ネッ

トワークを一体的に整備し、多様な子どもたち

を誰一人取り残すことなく、公正に個別最適化

された創造性を育む教育を、全国の学校現場で

持続的に実現させる構想」です。 

（GIGA＝ 

Global and Innovation Gateway for All） 

 

新学習指導要領への対応の動きの中でも、教

育における ICT を基盤とした先端技術の活用

は必須であり、教育の情報化のますますの充実

が重要となっています。 

 

これからの変化の激しい時代を生き抜くに

は、従来の一斉教育だけではなく、多様な子ど

もたちを誰一人取り残すことのない、個別最適

化された創造性を育む教育の実現が重要であ

り、次世代の人材を育てる視点を持つ必要があ

ります。これらを持続的に実現させる構想が

GIGAスクール構想です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回の「新型コロナウイルス感染症」への対

応でも、ICT基盤の整備や休校対策としての遠

隔授業等、ICT活用は問題解決に向けた重要な

柱となりました。GIGAスクール構想について

も早期の実現に向けて計画が前倒しされてい

ます。 

 

GIGA スクール構想では、1 人 1 台端末の

整備と併せて、学習用ツールと校務のクラウド

化を推奨しています。クラウドを用いれば、デ

ータやアプリケーションの一部がパソコンの

中にあるのではなく、ネットワークでつながっ

た外部のサーバーにあり、端末さえあればどこ

からでもアクセスすることができます。 

 

児童生徒と教員の 1人 1台端末の整備と教

育クラウドの活用は、新たな学びの場を広げる

だけでなく、教師にとっても授業準備等の校務

の効率化につながります。働き方改革の視点か

らも大きく期待されています。子どもたちのた

めのGIGAスクール構想と思われがちですが、

教員の為のGIGAスクール構想でもあります。 

 

GIGA スクール構想による ICT の積極的な

活用を通して、児童生徒の新たな学びの場を実

現するために、教員個々がしっかりと準備を進

めていく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              

岡山県総合教育センターだより  

多くの教室にある実物投影機。電子黒板やマグネットスク

リーンに、教科書を大きく映して、教師が分かりやすく説明

する今では当たり前の教室の風景です。 

実物投影機には他の機能として、パソコンへの USB 接続

による Web カメラとしての使い方ができるものがありま

す。マイクも内蔵しており、ZOOMや Google Meetを使っ

た授業配信や授業動画の撮影に活用することができます。教

室にある実物投影機が対応しているか調べてみて、今ある機

器の新たな活用を考えてみることも、GIGAスクールの実現

につながります。 

 

 

 

 

 

 

本体の USB（Mini-B） 

端子でパソコンと接続 

今すぐできる ICT！ 

令和 2年度 第５号（通算３１９号） 
令和 2年 6月 29日（月）発行 
岡山県総合教育センター 企画部 
Tel (0866)56-9102  Fax (0866)56-9122 

実物投影機の活用 



 



             

学習評価の充実のために 
 

新学習指導要領が、いよいよ本年度から小学校では全面実施となりました。中学校では令和３

年度全面実施に向け、準備を進められていることと思います。新学習指導要領では求められる資

質・能力が三つの柱で整理され、それらの育成がバランスよく実現できるよう留意する必要があ

ります。学習評価についても４観点（国語のみ５観点）から、「知識・技能」「思考・判断・表

現」「主体的に学習に取り組む態度」の３観点に変わっています。今回は、特に注意して欲しい

点として「主体的に学習に取り組む態度」の評価と、「指導に生かす評価」と「記録に残す評価」、

観点別学習状況の評価と評定への総括について取り上げます。 

 

主体的に学習に取り組む態度の評価 
各教科等への関心については従前の「関心・意欲・態度」

でも重視されていましたが、「主体的に学習に取り組む態度」

では、よりよく学ぼうとする意欲をもって学習に取り組もう

とする態度を評価するという趣旨が改めて強調されていま

す。 

「主体的に学習に取り組む態度」の評価については、①知

識及び技能を習得したり、思考力、判断力、表現力等を身に

付けたりすることに向けた粘り強い取組を行おうとする側

面と、②その粘り強い取組を行う中で、自らの学習を調整し

ようとする側面、という二つの側面から評価します。 

ノートやレポート等における記述、授業中の発言、教師に

よる行動観察、児童生徒による自己評価や相互評価等の状況

を教師が評価を行う際に考慮する材料の一つとして用いる

中で、右図の★印のような「努力を要する」状況（C）にい

る児童生徒を見過ごさず、支援して、Ｂに引き上げることが

大切です。 

 

 

 

 

 客観的な評価を行うためには上記のように多面的な

側面から評価しますが、児童生徒による自己評価から

見取る際には、小単元の学習の結果や過程の振り返り

から、学習に見通しを持って取り組むことができてい

るか、自己の学習の質を高めるための調整を行えてい

るかを観察します。 

 

 

 

 

わかったこと・大切な考え方など まだはっきりしないこと・知りたいこと 

小単元１ 

  

  

  

小単元２ 

  

  

  

小単元３ 

  

  

  

岡山県総合教育センターだより  
令和 2 年度 第７号（通算３２１号） 
令和 2 年９月 24 日（木）発行 
岡山県総合教育センター 企画部 
Tel (0866)56-9102  Fax (0866)56-9122 

「主体的に学習に取り組む態度」の 
評価イメージ 

学びの足跡が残るように振り返りシートなど

を活用することも評価方法の工夫の１つです。

その際、「分かったこと・大切な考え方など」「ま

だはっきりしないこと・知りたいこと」等とい

った視点を与えることも大切です。 

小単元などの数時間の区切りで時間をとり、教科書、

ノート等を見直しながらゆっくり自己の学習につい

て振り返る機会を設けることも考えられます。 

★印の児童生徒は、①粘り強い取組は行えている

が、②学習の調整ができていない状況です。学習の

質を高められるよう支援する必要があります。 

振り返りシートの例 



「指導に生かす評価」と「記録に残す評価」 
 実際に評価をしていく中で、毎時間全児童生徒の学習状況を記録に残すこと

は難しく、現実的ではありません。教師は指導することに十分な時間と労力を

かけられるように、日々の授業の中では児童生徒の学習状況を把握して指導に

生かす「指導に生かす評価」に重点を置きつつ、単元の中で「記録に残す評価」

を計画的に位置付けることが大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観点別学習状況の評価と評定への総括 

評価規準を作成して実際に評価するには、右図のように、児童生徒を評価する

ときの実現状況を設定します。設定した評価規準に照らして、まず、「おおむ

ね満足できる」状況（Ｂ）か、「努力を要する」状況（Ｃ）かを判断します。

「おおむね満足できる」状況（Ｂ）と判断されるもののうち、児童生徒の学習

の実現の程度について、質的な高まりや深まりをもっていると判断されるもの

を「十分満足できる」状況（Ａ）とします。 

観点別学習状況の評価の評定への総括は、各観点の評価結果を A、B、Cの組

合せ、又は、A、B、Cを数値で表したものに基づいて総括し、その結果を小学

校では３段階、中学校では５段階で表します。 

A、B、Cの組合せから評定に総括する場合、下記の

「学年末における評定への総括の例」のようにするの

が適当であると考えられます。それ以外の場合は、各

観点の A、B、C の数の組合せから適切に評定するこ

とができるようあらかじめ各学校において決めてお

く必要があります。 

 なお、評価の結果が「知識・技能」「思考・判断・ 

表現」「主体的に学習に取り組む態度」の各観点につ 

いて、「CCA」や「AAC」といったばらつきのあるものとなっ

た場合については、児童生徒の実態や教師の授業の在り方などそ

のばらつきの原因を検討し、必要に応じて児童生徒の学習や教師

の指導の改善を図るなどの対応が求められます。 

 

 

         

                                                                                                                                                                                                                                        

 

 

 

 

時 

間 

学習 

活動 

重 

点 

記 

録 

１ □□ 知  

２ □□ 思  

３ □□ 知 〇 

４ □□ 態  

・ 
・ 
・ 

 毎時間行う評価です。例えば、単元の

前半では努力を要する状況の児童生徒を

中心に見取り、単元や本時の目標を達成

するために必要な手立てや支援を行うこ

とも考えられます。目標の実現のために、

児童生徒の学習状況を机間指導等で適切

に見取って支援し、つまずきの確かな解

消を図ります。 

 指導した内容について、児童生徒の

達成状況を見取り、全員分記録に残し

総括するための評価です。そのため単

元のまとまりの中で指導した内容の達

成状況が適切に見取れる段階で評価し

ます。１回の授業で３観点全てを評価

するのではなく、「記録に残す評価」

の場面を精選することが重要です。 

「指導に生かす評価」 「記録に残す評価」 

現行で「AAAA＝５」

としている中学校は、

「AAA＝５または４」

とした場合、生徒や保

護者への丁寧な説明が

必要です。 

※中学校では、「十分満足できる」状況が４です。 

「新学習指導

要領の趣旨を

踏まえた学習

評価」 

令和２年２月

岡山県総合教

育センター 

「指導と評価の

一体化」のため

の学習評価に関

する参考資料 

令和２年３月国

立教育政策研究

所 

学習評価の参考資料 

各 Web ページから DL 可能です。 

学年末における評定への総括の例 

指導と評価の計画イメージ 

空欄は指導に生かす

評価、○は記録に残す

評価を表しています。 



                                                                              

GIGA 先進校の取組を 

紹介します 
～おかやま ICT 活用実践事例集～ 

GIGA スクール構想の実現に向けた取組が

進んでいます。高速ネットワーク環境と一人一

台端末の活用が、児童生徒の新たな学びの場を

広げていきます。GIGA スクール構想の目指す

ところである公正に個別に最適化された学び

の実現には、一斉指導だけではなく、様々な情

報手段を活用した主体的な学習活動が重視さ

れていきます。  

岡山県総合教育センターでは、取材した先進

校の好事例などを Facebook で紹介してい

ますが、県総合教育センターWeb ページで

「GIGA スクール構想実現に向けた ICT 活用

推進の好事例」としてとりまとめて掲載しま

す。ここでは、これまで取材した内容の一部を

紹介します。 

高梁高等学校では、臨時休校より前からオン

ラインで学習の活用準備を進めていました。３

月上旬から学校が休校となり、教師の説明動画

やWeb会議システムを使った授業配信を活用

した学習支援が進みました。この学習スタイル

が合う生徒もいて、積極的に参加する生徒が多

く見られているとのことです。 

就実小学校では、昨年度から、一人一台の

iPad で、リテラシー、表現力・プレゼンテー

ション能力などの育成に取り組んでいます。臨

時休校中の授業配信では、Seesaw Class を

活用し、教科担当が１０分以内の動画を作成

し、ノート整理や課題作成、提出などの活動を

含めて４０分間となるよう、時間割を設定して

配信していました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

早島支援学校、西備支援学校では、臨時休校

中の校内研修の様子を取材しました。両校と

も、より効果的で効率的な授業改善を、新たな

ICT 活用の中で、意欲的に進めようとしていま

した。授業の収録や配信方法、G Suite for 

Education の活用について研修を進めていま

した。「出来ることから順次取り組んできた。

今後も継続的に校内研修を続けていく」とのこ

とでした。 

林野高等学校では、「授業での活用のために

は、ICT の良さを実感できるよう、校務での活

用から始めること」「組織的に取り組むため、

中核となる人材を育成すること」も有効である

と感じました。ICT 活用の先導的かつ組織的な

実践の蓄積により、ICT 活用が目的化しておら

ず、生徒主体の効果的な学びにつながっている

と実感しました。 

和気閑谷高等学校では、通常授業での一人一

台の iPad の活用状況を参観しました。個別最

適化学習が行われており、生徒は慣れた様子で

解答を入力していましたが、入力後は瞬時に採

点され、画面に結果が表示されるので、その場

で学び直しができる仕組みでした。また、発問

に対する自分の考えを端末に入力し、すぐにク

ラス全体で共有していました。端末内でグルー

プワークが実施されており、新しいグループワ

ークの在り方を知ることができました。 

岡山県総合教育センターは、今後も引き続き

「おかやま ICT 活用実践事例集」の充実によ

り、GIGA スクール構想の実現を支援していき

たいと考えています。なお、詳細は、当センタ

ーWebページ（https://www.pref.okayama.jp/soshiki/215/）

及び Facebook をご覧ください。 

 

 

 

岡山県総合教育センターだより  

令和 2 年度 第８号（通算３２２号） 
令和 2 年 10 月 12 日（月）発行 
岡山県総合教育センター 企画部 
Tel (0866)56-9102  Fax (0866)56-9122 

 

Facebook 

 

https://www.pref.okayama.jp/soshiki/215/
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「e ラーニングで活用できる研修動画」の公開 

 
  

県総合教育センターでは、「e ラーニングで活用できる研修動画」を当センターＷｅｂサイト

で公開することにしました。これは、当センターに来所しなくても、「いつでも」「どこでも」

「だれでも」視聴して、自己研鑽や校内研修等で活用できるようにしたものです。 

研修動画は、初任者をはじめとする若手教員を想定して基礎的な内容を扱っていますが、中堅

教員等にも役立つと考えています。 

 

現時点では「学習指導」「生徒指導」「特別支援教育」「情報教育」の研修動画を作成中です

が、今後、ニーズに応じて「学級経営」「組織マネジメント」などの作成も検討しています。 

この度、「学習指導」「生徒指導」「特別支援教育」「情報教育」の研修動画のうち、１０本

が完成したので公開しています。 

今後、新学習指導要領関連の「学習指導」など新たな研修動画を次々に公開していきますので、

県内教職員はもとより、教職を目指す大学生等にも積極的に活用してもらえると幸いです。 
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※関連サイト 
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令和 3 年度研修講座の充実を目指します 
  

■県総合教育センター「令和 3 年度研修講座」の主な改善点 

 
  令和２年度前半は、新型コロナウイルスの影響によりｅラーニングによる実施が余儀なく

されましたが、その経験を生かし、令和３年度の経験年数別研修では集合研修ならではの内

容・方法に焦点化し、従来のような講義や説明は、事前に校内での研修の時間に e ラーニン

グで行います。これにより、校内での研修とセンターでの研修を効果的につなぐことができ、

集合研修ならではの演習や実習、協議やワークショップの時間を十分に確保し、研修成果を

高めます。 

また、来年度の教諭対象の全ての経験年数別研修において、GIGA スクール構想の実現に

向けて、教育の情報化の基礎的な内容から、授業の中での ICT の効果的な活用を踏まえた授

業改善、学校の課題解決に向けた取組の提案等の研修を行います。 

なお、初任研で活用予定の e ラーニングコンテンツは、初任者以外の若手教員等にも参考

となることから、既に当センターWeb ページに「e ラーニングで活用できる研修動画」とし

て順次掲載しています。自己研さん等で積極的に御活用ください。 

アドレス https://www.pref.okayama.jp/page/702315.html 
 

 
  来年度の悉皆研修では経験年数別研修と同様に、集合研修、現地・訪問研修、ｅラーニン

グ研修及び遠隔研修の４つの研修形態それぞれの特性を生かした研修を積極的に導入しま

す。これにより、学校現場の働き方改革にもつながる、効果的・効率的な研修を実施します。 
   

 

  第３次岡山県教育振興基本計画の実現に向け、「夢育」「地域学・PBL」「GIGA・DX」

を推進する上で必要な教職員の指導力向上に資する専門的な研修を行うために、本年度まで

行っていた「希望研修」は「専門研修」として改編します。「専門研修」では、例えば次の

ような研修講座を計画しています。 

〇宇宙教育で物理への夢を育む高等学校理科研修講座（夢育） 

〇地域に根ざした特別支援教育の視点を生かした校種間連携研修講座（地域学） 

〇観光ビジネス探究研修講座（PBL） 

〇おかやま ICT 活用実践報告研修講座（GIGA） 

〇予測困難な時代に対応するイノベーション力育成管理職研修講座（DX） 

などです。Web ページ上で案内しますので、受講について御検討ください。 
 

■その他お知らせ 
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令和３年３月 18 日（木） 発行 
岡山県総合教育センター 企画部 
Tel (0866)56-9102  Fax (0866)56-9122 

〇経験年数別研修に係る詳細は、「経験年数別研修
の手引」で確認してください。なお、手引きは冊子
として送付しません。総合教育センターの Web ペ
ージ上に掲載します。 

○経験年数別研修に係る計画書、報告
書等の提出方法について、紙媒体によ
る送付から、データ送信による提出と
します。 


